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１．緒言 

 遷移金属を用いたnm~µm幅を有する強磁性

体ラインに電流を流しライン内の磁壁を動か

す電流駆動磁壁移動の報告の多くは単一ライ

ンが対象である。一方、数mm
2オーダーのエリ

アに多数の磁性体ラインを埋め込んだ構造で

はマクロ磁化の電流制御が可能となるため多

岐にわたる応用が期待できる。本研究の目的は、

Fe, Co, Ni を用いた磁性体多数ラインの両端

に磁性体電極を付与した両側電極構造を作製

しマクロ磁性を評価することで集団的な磁壁

挙動の検証することである。 

２．実験方法 

フォトマスク露光法とスパッタリング法に

より、Si 基板上に 4 種類のライン＆スペース、

2/2, 3/3, 5/5, 10/10（µm）を持つライン・パター

ンを作製し、さらにマスクを利用しラインの両

端に磁性体電極を蒸着作製した。作製した両側

電極構造は VSM(振動試料磁力計)にてマクロ

磁性のライン周期や膜厚に対する依存性を評

価し、MOKE(磁気光学カー効果)を用いてライ

ンならびに両電極それぞれの領域における局

所表面磁化を測定した。 

３．実験結果 

 両側電極構造の作製に先立ち、連続膜および

（電極付与前の）多数ライン構造の保磁力につ

いて膜厚み依存性を調べた。Ni や Co では明確

な厚み依存性が得られなかったが、Fe につい

ては図 1 に示すような厚みに対する単調な保

磁力の増加が見られた。 Fe-Fe-Co(電極-ライ

ン-電極)の両側電極構造においては、ライン部

と電極部の保磁力の分離を行うことができな

かったため、膜厚を調整制御し作製した

Fe-Fe-Fe 両側電極構造の MOKE 結果を図 2 に

示す。図 2 ではライン部と電極部の保磁力の明

確な分離が見られ、この構造において電流駆動

磁壁移動によるマクロ磁化変化の検証が可能

である。実際の磁壁分布の詳細は当日報告する。 

 

 

 

 

 

 

図 2  Fe-Fe-Fe 構造の M-H 曲線(MOKE) 

図 1  Fe 膜における保磁力の厚み依存性
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